
ふ
ち
ゅ
う
歴
史
散
歩

Vol.

両
り
ょ
う

　び

　け
い

　べ
ん

　て
つ

　ど
う

備
軽
便
鉄
道

64

　

明
治
時
代
以
降
、
日
本
政
府
は
富ふ

国こ
く

強き
ょ
う

兵へ
い

と
殖し

ょ
く

産さ
ん

興こ
う

業ぎ
ょ
う

を
急
速
に
推
進
し
て
近
代

化
を
図
る
政
策
を
と
り
ま
し
た
。
欧
米
か

ら
新
し
い
文
化
や
技
術
を
取
り
入
れ
て
、

近
代
的
な
工
場
の
設
置
、
蒸
気
機
関
車
が

走
る
鉄
道
の
開
通
、
蒸
気
船
の
運
航
、
郵

便
制
度
の
開
始
、
そ
の
他
に
も
服
装
や
髪

型
、
食
事
に
も
新
し
い
風
潮
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
陽
線
の
神
戸
～
福
山
間
で
の
開
通
が
、

明
治
24
年


（1891）
の
こ
と
で
し
た
。
明
治
28
年



（1895）
に
府ふ

中ち
ゅ
う

市い
ち

村む
ら

の
延の

ぶ

藤と
う

吉
兵
衛
ほ
か
74
人

に
よ
っ
て
、
福
山
～
府
中
間
の
鉄
道
敷
設

が
最
初
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
神
辺
～
駅

家
～
新
市
を
経
由
す
る
こ
の
両
備
軽
便
鉄

道
が
完
成
し
、
営
業
が
開
始
さ
れ
た
の
は

大
正
３
年
（1914）
の
こ
と
で
し
た
。

　

軽
便
鉄
道
と
は
、
線
路
幅
が
762
㎜
（
軽

便
）
で
普
通
の
鉄
道
の
1,067
㎜
（
省し

ょ
う

線せ
ん

）
に

比
べ
て
車
両
も
駅
舎
も
小
さ
く
て
か
わ
い

ら
し
い
も
の
で
し
た
。
昭
和
８
年
（1933）
に
は

国
鉄
に
買
収
さ
れ
て
福
塩
南
線
と
な
り
、

軽
便
か
ら
省
線
へ
の
拡
幅
工
事
が
着
工
さ

れ
ま
す
。
昭
和
10
年



（1935）
に
は
現
在
の
福
塩

線
と
な
る
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

廻
り
（
福
山
市
）
の
路
線

が
完
成
し
、
府
中
町
永な

が

井い

町ま
ち

に
あ
っ
た
府

中
駅
も
現
在
の
位
置
に
移
転
し
ま
し
た
。
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ご意見、ご感想をお寄せください。

〒726―8601　広島県府中市府川町315
☎０８４７―４３―７１１１（代表）
☎０８４７―４３―７１９４（広報担当）
http://www.city.fuchu.hiroshima.jp/
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※右のＱＲコードからアドレスを読み取ることができます。編集発行：府中市人事秘書課

開通当時の両備軽便鉄道府中駅（大正時代）

　この写真は、非公開の日に行われた書道パフォー
マンスで書道部が書いた『永繋（とけい）』という
文化祭のテーマを撮ったものです。

　府中高校の文化祭は毎年多くの人が来ら
れる伝統ある行事です。
　クラスイベントや壁画・オブジェや部の
出し物など多くのイベントがあります。
　その中には喫茶をやっているクラスもあ
り、おいしい食べ物を食べることができま
す。料理は当日食券を購入していただき、
その食券と食べ物を交換すれば、食べれま
す。今年は壁画を２クラス、オブジェを７
クラス展示しました。

文化祭のテーマ

―市民レポーターが府中の魅力を投稿します―

ふちゅう　   発見！ふちゅう　   発見！S��S��
高校生編　その20

ふちゅう　   発見！ふちゅう　   発見！S��S��
高校生編　その26

府中高校１年生

　林
はやし

　大
ひろ

登
と

くん（左）

　西
にし

川
かわ

　潤
じゅん

くん（中央）

　森
もり

川
かわ

　結
ゆ

衣
い

さん（右）

投稿者（文と写真）　

ＪＲ府中駅

ＪＲ福塩線

両備軽便鉄道府中駅

府中学園
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